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私塾ネット会長 山口恭弘 

 新年明けましておめでとうござ

います。 

昨年は日本をはじめ世界各地で災

害や大きな事件が相次ぎ、心痛め

る出来事の多さに気持ちの沈む一

年でした。 

各地で被害を受けられた方々に心

より深く哀悼の意を表します。そのような折、教

育界もまた大きな転換期を迎えました。昨年

「PISA」の結果、日本の高校生の読解力は世界で

14位、世界一と言われた数学の力も６位と大幅に

低下していることが明らかになりました，彼らは

いわゆる「ゆとり教育」が叫ばれる中で学問を身

につける一番重要な小中学時代を過ごした世代で

す。本来なら基礎学力が十分養われなければなら

ない時期をー部の人たちが懸念していたようにゆ

とりと言うあいまいな教育で大切なものが忘れ去

られた犠牲者ではないでしょうか？ 

ここにきて「ゆとり教育」の間違いを文科省も認

めざるを得なくなり、事実上方向転換を図り始め

たのです。我々、塾業界では、以前から「ゆとり

教育」に対する警告を発し続けてまいりました。

子供の学力は日々の積み重ねであり、それを軽視

する方向では子供の可能性を伸ばすことは出来な

いという当たり前のことが軽んじられてきでいる

事に不安を抱き、与えられる場でいつも話してま

いりました． 

少子化に舞止めが利かないわが国にとって子供の

学ぶ力を最大限に伸ばすことは社会全休の責任で

す。 

 塾業界もその一端を担う重要な立場にあります

今年が私たち教育の一端を担うものとして胸を

張って責任を果たせたといえる年となることを願

いまして年初の挨拶に代えさせていただきます。           

            理事長 谷村 志厚 

 平成１７年酉年をむかえて、会

員の皆様にはご多忙のことと推察

します。世間では新年気分です

が、受験期を迎えた我々には少々

事情が違うようで、まさに「師

走」の時期です。生徒にそして

我々にとって実り豊な成果を期待したいもので

す。 
昨年末の国際学力測定の結果公表は、教育界内

外に大きな反響をもたらしました。明けて１月第

１週の土日、東京大学キャンパスでは「日本の基

礎学力：現状と展望」と題する公開シンポジュウ

ムが開催されました。これには山口会長も出席を

されましたが、塾界でも大きな注目を集めた研究

会となりました。 
本年度の塾界をめぐるキーワードは「学力低

下」でしょう。当塾では３年前から「学力を自衛

しよう」をテーマに生徒募集を行なってきまし

た。首都圏最大手塾Ｉ学院の今年の募集チラシの

コンセプトは「学力低下と勉強力」です。自塾の

学力測定データを先の国際学力測定に対応させた

訴えです。 
ことここに至って文科省も重い腰をあげ、指

導要領の見直しを含めた施策を模索し始めまし

た。民間教育の先端にいる我々は、この潮流に

しっかりと棹をさす姿勢でありたいと思います。

会員の相互の知恵を集め、それが生かされる一年

にいたしましょう。 

事務局長 仲野 十和田 

 明けましておめでとうございます。

昨年は私塾ネットの会員の方でも体調

を崩された方が多かったように思いま

す。また、各地で災害などが重なり、

被害を受けた方もいらっしゃいます

が、早く元気を取り戻していただければと願って

おります。一方で、年末に片山学園、朝日中学を

見学させていただく機会がありましたが、非常に

パワフルな印象を受けました。すばらしい新入会

員の方も数名入会されましたので、益々パワフル

な魅力ある会になっていければと思っていますの

で、よろしくお願いいたします。        

          関東エリア代表 鈴木正之 
 新年あけましておめでとうございます。 

今年、塾業界は再編成が進むことが

予想されます。その中で私塾ネット

の立場を明確にし、発言力のある団

体でなくてはいけないと思います。

多くの方に定例会や研修会等に参加

していただき、会話の中で互いに相

互理解をしていく。そして、そこから考えが生ま

れ育っていくと考えます。１月２３日に東京支部

主催で新年会を行いましたが、関東はさらなる活

性化を目指し、研修部や支部、教務部が中心に活

動できるようにしていきたいと考えています。２

００５年、皆様にとってすばらしい年となること

を願っております。今年もよろしくお願いいたし

ます。      

四国エリア代表 湯口 兼司 

 あけましておめでとうございます。少子化の最

終章、不況の長期化、学力の二極化、自分の子供

に責任の持てない親の増加、ゆとり教育のもたら

す学力低下など挙げだしたら切りがないほどたく

２

私 塾 ネ ッ ト 役 員 新 年 の ご 挨 拶 
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さんの問題があります。でもこれらの問

題の中にそれぞれ塾だったら生徒増に繋

がる、または解決できる事が多くあるこ

とにお気づきでしょうか。そこに目をむ

け塾の個性を出していけば地域に根ざ

し、認められる塾になることが出来るはずです。さて

私塾ネット四国ですが、そうしたことに真剣に取り組

み、チャレンジしている塾が私たちの仲間にはたくさ

んおいでます。昨年までは春と秋の年二回のイベント

を中心に行ってまいりましたが、今年からはそれに加

え少人数で仲間の塾を訪問しお互いの意見を交換し合

うといった一歩進んだ形での交流も企画していきたい

と考えています。生徒たちに『がんばれ!』と励ます
だけでなく、初心に戻り『頑張る！』手本を見せるの

は私たちではないでしょうか。今年もよろしくお願い

いたします。 

 北海道エリア代表 入江 昌徳 

 新年明けましておめでとうございま

す。昨年は、史上空前の上陸数とな

り、また猛威を振るった台風(北海道

に上陸した１８号は、私の目の前の大

通り公園の街路樹を次々なぎ倒し

た)、中越地震、インド洋の地震と津

波などなど、日本だけでなく世界中が天災に蹂躙さ

れ、また国内での凶悪な犯罪の連発など、およそ安泰

とは言いがたい一年だったかもしれません。 

 しかしおかげさまで、教室の子どもたちは屈託なく

笑い、真剣に学習に取り組んでいました。この子達の

未来のためにも、学習塾は健全な存在でなければなら

ないという思いを、また強くした１年でした。今年も

諸先生方とさらに頑張りたいという思いでございま

す。 

中部エリア代表 松本 紀行 

 謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

昨年は新潟中越地震で被害に遭われた水

落先生に、全国の皆様から温かい御支援

を頂戴しまして、誠にありがとうござい

ました。中部代表としまして、心より御

礼を申し上げます。 

 本年四月より片山先生がいよいよ学校設立をするこ

とになりました。私共私塾ネットはもちろんのこと、

全国の方々からの御支援を受け、素晴らしい夢のある

学校設立に邁進しておられます。私共も全面的に応援

させて頂きたいと考えております。 

 全国を取巻く情勢も厳しさを増してはおりますが、

この厳しさをチャンスに換えなければなりません。 

 中部の皆様、３月には定例会・湯けむりの会にはぜ

ひご参加をお待ち申し上げております。 

 最後に、今年度も理事長を盛り立てながらがんばっ

てまいりましょう。 

           

 

中国エリア代表 北川 健治 

 例年、年明けは何かしら新しい気

持ちで決意凛々しくという状態で迎

えるものでありますが、本年は昨年

末の未曾有の津波災害という悲報を

受け、災害に遭遇なさった皆様、な

かんずく現地の明日の地球の未来を

担う子供たちの前途が不安でなりません。年明けか

ら痛ましい事件も数多く何かばくぜんとした中不安

な状態で始まりました。しかしながら、よくよく考

えますと「悲観」は気分の問題であり、「楽観」は

意志の問題であります。こういう状況であるだけに

それぞれの地域社会にあってわれわれ塾長が先頭に

立って、「明るく元気に行こう！」と子供たちに保

護者の皆様に声を大にしていこうではありません

か。そのエネルギーこそが塾の受験の成果にもまた

生徒募集にも反映されることを信じてやみません。

今年もよろしくお願い致します。 

東北エリア代表 畑山 篤 

 新年明けましておめでとうございま

す。昨年春より私塾ネット東北の代表

を仰せつかり、早９ヶ月、右も左もわ

からぬままに突っ走って参りました。

この間、谷村理事長を始め諸先輩方か

ら温かいご指導と熱いご支援を賜りまして、幾つか

の活動を行うことが出来ました。平成１６年７月８

日（木）には『２００４年第１回教育進学情報交換

会』を行い、２９名の参加者がありました。また、

今回のエリア通信でご報告いたします平成１６年１

２月５日（日）の『２００４年教育進学情報交換

会』には４２名の参加者がありました。東北エリア

は現会員数が４名という小規模所帯であります。そ

の点ではかなり多くの方々にお集まり頂けたと考え

ております。皆様のご協力に心より御礼申し上げま

す。しかし、年度始めに掲げました「私塾ネット東

北のメッセージをしっかり東北エリアの学習塾の皆

様に伝える」という今年度の活動目標には、まだま

だ道半ばの思いでございます。今後も①教務・経営

の研修②教育進学情報③親睦交流を「三つの柱」と

して活動目標に向かって微力ながら一所懸命務めさ

せていただきますので、どうぞ宜しくお願い申し上

げます。全国の諸先輩方、東北エリアの先生方、こ

れまで同様ご指導ご鞭撻を賜りますよう重ねてお願

い申しあげます。 

３ 
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今春、学習塾がつくる、全国で4番目の学校が
富山県に誕生します。中学開校の３年後には高等

学校の開校も予定し、富山県初の中高一貫校がス

タートします。 
設立母体は学校法人片山学園。北陸３県に学習

塾を展開する、株式会社「富山育英センター」の

グループ法人です。片山学園の片山浄見理事長は

「塾の強みを生かし、生徒の能力を最大限に引き

出して行く」と強く語っています。 
 
３００人の受験生が集った国内入試、 

一般入試(前期) 

 国内入試(大阪会場)  
募集定員は男女合わせて80名。全国から生徒を募
集するため、今年の１月８日(土)に札幌・東京・
名古屋・大阪・福岡の５会場において「国内入

試」を実施し、１５０名の受験者が挑戦してくれ

ました。続いて1月16日(日)に富山・石川・福井
で行なわれた一般入試(前期)でも１５０名が受験
し、合わせて３００名の受験生が集ってくれまし

た。 
尚、この後も2月6日(日)に後期入試、3月13日

(日)の３月入試を実施します。 
同校の開校予定地は、JR「富山」駅からバスで

20分ほどの高台に位置します。周辺には富山国際
大学や大企業の研修が建つ、学術文化地域です。

背後には立山山麓を控え、眼下に富山平野が一望

できます。 
 片山理事長は「澄んだ空気と清涼な水。恵まれ

た自然環境が、子どもたちを健やかに育てま

す。寮も完備していますので、都会の子ども
たちにも入学していただきたい」と話していま

す。 

片山学園全景 
 
マニフェストで決意表明 
 学校開設は、片山理事長の15年越しの夢でもあ
りました。「塾では時間的制約を受けながら、子

どもたち 
に勉強の楽しさを教え、能力を引き出してきまし

た。 
しかし、十分な人間教育を施すにはより時間が必

要です。」同校では生徒一人ひとりの人間性を育

む「全人教育」を目指して、開校に当たりマニ

フェストを公表し、学校教育にかける決意を表明

しました。 
 内容は、「全人教育の実践」をはじめ、「英・

数・理の週30時限授業」「東大20名・医学部医学

科20名合格」「文武両道」の全４項目です。 
 中でも、定員80名から「東大20名・医学部医学
科20名合格」は高い注目を集めています。なぜな
ら、富山県全体でも東大合格者は年間50名ほどだ
からです。 
片山理事長は、富山では中学と高校の教育が分断

されていることが子どもの能力が伸ばしきれてい

ないので、 
「塾のノウハウを生かし6年間徹底的に学習指導
しますので、必ず実現できます」と言い切ってい

ます。 

 

国立中学の３倍の授業 
 教師陣は全員、育英センターの「教育のプロ」 

４ 

私塾が創った私立中学校 富山県初！ 中高一貫校の誕生！  

 

片 山 学 園 中 学 校 
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記念すべき願書提出第１号 

 

新しい時代のエリート 
 校舎はイギリスのイートン校をイメージし、

クラシカルにデザインされています。レンガ色

の外壁が高台の自然と調和し、落ち着いた雰囲

気を醸し出しています。 

 内部は理科実験室やコンピュータ、視聴覚室

をはじめとして、最新の設備がそろえられま

す。また、華道や茶道用にも本格的な設備を整

え、情操教育にも役立たせて行きます。 

 教室とワイドな廊下は、いつもは可動式の

パーテーションで区切られ、ゲームや軽い運動

時には仕切りを取り外して広々としたオープン

スペースとなります。 

 併設の寮は、自立心を養うために個室が用意

され、各室とも約10畳分の広々とした空間を確

保し、冷暖房も完備しています。十分なセキュ

リティーも施され、寮長一家が住み込み、24時

間子どもたちを見守ります。 

 寮生活を通して、規則正しい生活が身につ

き、人と人とのかかわり方を学んで人間的にも

大きく成長でき、寮自体を全人教育の場として

位置付けています。 

 中高一貫のあらゆる機会を通じて、高い知性 

だけでなく、人間としての思いやりも備え、社

会貢献に対する強い使命感を持った、新しい時

代のエリートをこの学校で育てて行きたいと

思っています。 

５ 

によって構成されています。いずれも塾生から 

高い評価を得ている人気教師です。 

 「今後採用する教師も、育英センターで十分

な研修を積ませた後に本校へ配属します。」な

ぜなら同校教師に求められる塾の心を身につけ

るためです。それはすなわち、時間をいとわず

に指導するサービス精神のことです。 

授業は、独自の中高一貫校カリキュラムによ

り、英数理の３教科は夜間授業を含め、それぞ

れ週10時限授業を予定しています。これは国公

立中学のおよそ3倍にも上ります。 

夜間授業は、通学生は学校で、寮生は寮でそ

れぞれ行なわれ、育英センターの教師が授業を

行ないます。いずれも塾の費用はかかりませ

ん。かといって、授業料や寮費に含まれている

わけでもなく、授業料・寮費とも比較的低く設

定しています。 

中学２年次で中学の全課程を修了し、中学３

年と高校で１年で高校の課程を修了させます。

また、高校２年では大学の教養レベルの授業を

行い、高校３年からは本格的な受験勉強に入り

ます。 

「東大だけでなく、ハーバードやスタン

フォード、ＭＩＴなど、国外の名門大学を目指

せる学力や国際性を養成します。」 

 

クラブ活動には優れたコーチを 
 心身ともにバランスのとれた人格を形成する
ために、学校行事も欠かせません。夏は川釣

り、冬はスキーなど、立地条件を生かした四季

折々の体験学習。ボランティア活動や農作業を

通じた地域の人々との交流。また、弁論大会や

海外研修など、多彩なプログラムを用意してい

ます。 

 そして、授業では将来への夢や職業観を育て

る「特別講座」も設定し、医師・弁護士・芸術

家・スポーツ選手など、各界の最前線で活躍中

の方々が、一定期間連続して授業を行ないま

す。 

 マニフェストに「文武両道」を掲げている通

り、クラブ活動にも力を入れます。グランドは

通常の約３倍の広さで約２ヘクタールを確保 

し、野球・ラグビー・サッカーなどの様々なク

ラブ活動をサポートして行きます。「将来は甲

子園や花園のような夢の舞台で活躍させたいで

すね。」 
 夢を実現するために優れたコーチも招聘する
構想もあります。 

 

－片山学園中学校ＤＡＴＡ－ 
理事長 片山浄見 
校 長 橋本尚則 (現 育英センター教育本部長) 
住 所 〒930-1262 上新川郡大山町東黒牧10番地 
連絡先 片山学園学校設立準備室  
〒930-0005 富山市新桜町6-22 ℡076-431-5003 
ｱﾄﾞﾚｽ ：info@katayamagakuen.jp 
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らず、４度目の正直で見事開校にこぎつける。

その思いは建設中の校舎を案内してくださるお

姿から充分窺うことができたが、次の登竜門は

片山学園のマニュフェスト。その中でも「定員

80名中、東大20名、医学部医学科20名合格」を
目指すとある。驚異的な数字だが、達成できな

い場合は理事長が退任すると明言。さて、６年

後の運命は如何に？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の説明をする片山先生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片山学園中学校工事現場での説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
片山学園工事現場 

６ 

事務局長 仲野 十和田 
12月10日（金）、13：30富山育英センター本

部教室６階に集合。片山浄見先生のご挨拶と、

片山学園中学の新スタッフ紹介後、バスに乗っ

て建設中の学校へ。道中は片山先生のバスガイ

ドで「富山を知る」ことができた。富山県は教

育県とも言われ、勤勉な県としても全国的に有

名である。その理由の１つとして、富山は隣に

加賀百万石の前田藩を控え、同じ北陸地方にあ

りながら常に加賀（現石川県）に対してコンプ

レックスがあった。そこで富山の県民は、隣に

勝つためには勤勉になることと考え、学問に励

んだということ。確かに育英センターの方にお

聞きしても、予備校を見学させていただいいて

も、学生たちの学問に対してのまじめな取り組

みが目に付いた。 
片山学園中学は、市街地から車で約30分くら

いの所に位置し、小学校や大学が隣接するいわ

ゆるちょっとした学園都市。建設中の学校はま

だ足場が組まれている状態で、「開校までに間

に合うかな？」という感じだったが、それは問

題ないとのこと。ヘルメットをかぶり、片山先

生と設計士の方の案内で校内を見て回ったが、

その１つひとつから学校に対する思いが伝わっ

てきた。吉田松陰を尊敬し、明治維新ならぬ平

成維新の松下村塾を目指した学校は、屋上から

立山連峰や能登半島を見渡すことの出来る傾斜

地に立地し、自然も豊かで贅沢な場所だ。生徒

の部屋はセキュリティー万全で、個室の10畳。
ピアノを置くことも出来るし、親が来たときに

泊まることも可能というから恐れ入った。教師

は富山育英センターの生え抜きが選ばれ、なん

と夜の自習時間には塾から講師が派遣され、毎

日授業が行われるというので、学費が大変安く

感じた。片山学園中学の初年度募集数は８０名

だが、この全国いや、海外から集まってきた全

生徒の家を、担任または片山先生自ら家庭訪問

するというから、これもまた驚きだ。ただ、現

状でも育英予備校（浪人生対象）に通う生徒約

２００名の家には担任が家庭訪問を行っている

ということだ。 
富山県は保守王国であり、教育界においても

『官』が圧倒的に強い県である。私立はさしず

め公立の滑り止めといったところ。そのような

ところに片山先生が学校を作ろうと試みたのは

今から約16年前。最初の頃役人たちは、まとも
に相手もしてくれなかったというが、３度目な

片 山 学 園 中 学 訪 問 記 
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緊急レポート 

広報部長 鈴木正之 

 文部科学省は平成１５年１２月２６日付けで学

習指導要領の一部を改正しました。文部科学省は

その趣旨を、「確かな学力、生きる力をはぐくむ

というねらいの一層の実現を図るため」とし、

「学習指導要領に示していない内容を加えて指導

することができることを明確にした。」と言って

います。 

 さて新しい教科書についてですが、ここでは東

京書籍の算数と理科の教科書を参考に、算数の事

例を説明させていただきます。 

 算数の教科書には最後に次のような文が記載さ

れています。 

《先生と保護者の皆様へ。本書では学習指導要領

に示されていない内容（いわゆる「発展的な学習

内容」）について、「すべての児童が一律に学習

するものではない」との趣旨に基づいて取り上げ

ております。「発展的な学習内容」は、児童一人

ひとりの学習状況や学級の実態に即して扱われる

ものであり、当該の内容が学習対象にならなくて

も差し支えがないことにご留意下さい」》指導要

領外の内容が載ってはいますが、本文とは別の読

み物的になっているということです。 

 算数の発展的な学習内容は、巻末に「おもしろ

問題にチャレンジ」というページがあり、その中

で「とびだせ」という項目で載っています。理科

は巻末以外に本文の合間にも載っています。その

他に算数では「もの知りコーナー」、理科では

「理科のひろば」というコラム（資料）が多く掲

載されているのも特徴です。ですから、発展的な

学習内容はコラム的な印象は否めません。ちなみ

に台形の面積は「もの知りコーナー」に、角柱の

体積（底面積×高さ）は「おもしろ問題にチャレ

ンジ」に載っています。 

 又、本文以外の部分が増えた分、新しい教科書

はページ数が多くなっています。現行の教科書と

平成１７年度の教科書を比較しますと、算数（小

１～小６）が９０２ページから１０３８ページに

１５％増、理科（小３～小６）が３７０ページか

ら４５２ページに２２％増となっています。本文

以外の部分とは、算数では「おもしろ問題にチャ

レンジ」、「もの知りコーナー」です。理科に関

しても同様ですが、文字も大きくなっていること

もページ数が増えている要因です。 
 

事例１〔台形の面積（小５）〕 

文部科学省は新学習指導要領施行にあたり、「全

員が共通に学習する内容としては，台形の面積の

公式は示していません。…面積の求め方を活用し

て自分で工夫して求めることができるからで

す。…単に公式を暗記するのはやめようというこ

となのです。」と言っています。新しい教科書で

は「いろいろな形の面積の求め方」というところ

に台形の公式が載っています。 

事例２〔円周率（小５）〕 

「目的に応じて３を用いる…およその面積を見積

もる場合などに，子どもたちに必要以上の負担を

かけず，考える時間を確保するためのもので

す。…このようなおよその見積り は，一般の社会

においてもよく行わ 

れていることです。」というのが文部科学省の見

解でした。現行の教科書には「およそでよいとき

は３で…」とありますが、新しい教科書では円の

単元に「３」という記載はありません。 
 
感想：教科書に指導要領以外の内容が記載されま

したが、それでも以前よりは削減されている事実

を認識して指導にあたるとともに、保護者に対し

て「教科書本文はもちろん、発展的な学習内容も

わかって当たり前であること」をアピールし続け

なければならないと感じました。 

 

改定された新しい教科書 

 

７ 

平成１７年度小学校教科書改訂 
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 首都圏では年末から年始にかけて、塾団体挙げての大きな行事が実施されます。16年12月

5日には、東京私塾協同組合主催（私塾ネット協賛）の合同研修会と忘年会が、池袋のホテ

ルコスモポリタンを会場に実施されました。研修会は「変わる高校入試と中小塾」をテーマ

にしたパネルディスカッション。各県協同組合からパネラーが参加し、各地の実情を報告し

ました。引き続いての新年会は、参加者が塾、私学、企業関係者約250名を超える、盛大な

催しとなりました。山口会長は諸団体を代表し乾杯を発声し、開会を宣しました。 

 年明けの１月16日は新宿ＮＳビルでの、恒例の「塾に役立つ情報展」が開催されまし。今

年の主催は全国学習塾協同組合、実行委員長を私塾ネット関東鈴木正之代表が務められまし

た。出展企業数、入場者数も昨年を上回り、塾を取り巻く環境の好転を予感させました。午

後5時からは隣接するワシントンホテルに会場を移して、合同新年会が開催されました。こ

れにも200名を超える関係者が集結し、新年を寿ぎました。 

合同新年会。

当日私

清水貫

ークリ

忘年会での平林、桂馬両先生。ともに下町足

立区在住の庶民派。 

忘
年
会
で
挨
拶
を
さ
れ
る
下
村
博
文
代
議
士 

乾
杯
の
挨
拶
と
発
声
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
塾
ネ
ッ
ト
山
口
会
長 

壇上に居並ぶ団体代表者。右から2番目碇Ｐ推協理事長、4番目谷村理事長、左端は田中教育ボラ

ンティアの会理事長、左から6番目は百目鬼茨城県組合理事長。いずれも私塾ネット会員。 

８ 
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１月23日、英数義塾（川久保博史先生）の塾舎で本年は始めてのネット

関東定例会を開催。お元気になられた石田先生（左手前）も出席をされ

た。その奥は加藤、吉田先生、右手前には佐藤先生のお顔が見える。 

働く情報展実行委員長、ネット関東

代表鈴木先生。少々お疲れの様子。 

情報展常連の安藤顧問（桜学習会）と英

伸塾の大泉正行代表。 

監物先生（向学館）も新規教材探しに余念

がない。売り込もうとする某企業担当者。  

声の教育社小泉邦人専務の発声で乾杯！ 

私塾ネットに入会をした、千葉市の誉田進学塾 

貫代表と谷村理事長。同塾は昨年ヨミウリウィ 

リ調査首都圏合格力ランキングで第一位に輝く。 

関東新年会に山口会長登場。感激屋の馬場先生の熱烈歓迎

振りに木谷先生も「ほろり」。しかし、後ろの二人（平林、加藤先

生）の密談がきになる？ 
９ 
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日時  平成16年12月５日(日) 14:00～15:30 

場所  第一イン池袋 別館フラワーホール３階 

出席予定者（敬称略）山口、佐藤、梶原、谷村、 

     鈴木、松本、安藤 （オ）、平林(オ) 
     竹内 （オ）、片山（オ）、望月(オ) 
     仲野  計9名  
＊（オ）はｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰで参加していただきました。 
委任状出席（敬称略）：入江（北海道）、近藤

（四 国）、十 亀（四 国）、原（中 
国）、渡 辺（関 東）、長 江（関

東）、影山（四国）、湯口（四国）  

計７名 
出席合計１４名  構成人数２５名      

     進行：センター事務局長 仲野十和田 

 

内容 

①エリア報告： 

松本先生…長野でのＮＰＯ全国教育ボランティ 

の会主催のイベント（11/8）には８３名の方が出 
席。チャレンジ学院（松本紀之先生）で元みず 

銀行の保養地（霧が峰）に購入。地上２階地下１ 

階の施設で、夏は日光きすげなどの宝庫。自然環 

境に恵まれたすばらしいロケーションで、私塾 

ネット会員には生徒の合宿などで使用させていた 

だけるとのこと。 
 余談…県には教育施設としてなかなか受け入れ 

ず、旅館業として申請させられそうになった。 
②各部報告：渉外部長の佐藤勇治先生よ り報告。 

③新潟中越地震 お見舞金の報告：私塾ネット会 

員で被災された水落竹男先生（育英学習塾）の報 

告。 

会員の中で任意に募金を募り送金することを確 

認。 

被災状況：地震は中3の塾内模試が始まった直後
と 

のこと。教室への直接の被害は内壁、外壁に数本 

のひびが入り、ドアが閉まらなくなった。近くの 

学校は避難所になり、学校としての機能が果たさ 

なくなった。最も困ったのは日々の生活。食料調 

達が困難であることはもとより、冷蔵庫や風呂が 

使用できないことが辛かったとのこと。 
＊我々は、親御さんから大事な子供を預かってい 

る立場ですから、常に災害を考えた教室作りや避 

難確認をしておかなければならないことを痛感し 

ました。 
④来年度全国研修大会の内容検討 

日にち ４月２４日（日） 
場所  新宿区立産業会館 BIZ新宿 
テーマ ２１世紀に向けての教育のあ り方 
内容  第一部 片山浄見先生 公演 

（確定事項） 
第二部 検討中 ＊湯口先生    のご提案を報告。 
懇親会 新宿住友ビル５１階 展望レストラ 

（予定） 
⑤片山学園理事長（富山育英セミナー代表 片山 

浄見先生）に聞く学校開校までの歩み。 

○当日は、池袋メトロポリタンホテルで、学習塾

合同忘年会が予定されていたので、同地にて代表

者会議が行われた。遠方の松本先生（エリア中部

代表）が1番に到着され、３時過ぎには名古屋か
ら駆けつけてくださった、富山育英センターの片

山、望月、両先生を交えて会が進行した。富山県

で初の私立中学を始める片山浄見先生のお話をう

かがっていると、平成１７年の全国研修のテーマ

「２１世紀に向けての教育のあり方」にふさわし

く、その場の全員一致で、当日の第一部講演をお

願いすることになった。終了後、ほぼ全員が東京

私塾協同組合主催の合同忘年会に参加した。会は

山口恭弘会長の乾杯で始まった。 
 

10 

代 表 者 会 議 報 告 

熱心に討議する代表者の皆さん 

学校設立の苦労話をする片山先生 
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広島 芸城学院 城 忠道 

この仕事選んでよかった？ 
新しい年を迎え今年で塾歴も四十

年になりますので、原稿の依頼を

機にこの仕事について選んでよ

かったのか考えてみました 
                                
正月返上、休日返上のこと 
 毎年新年を迎えると共にすぐセンター試
験。それに中学入試と高校入試が加わって、

一年の総決算を問われる時期となります。そ

のため、ゆっくりと正月気分に浸っている暇

もなく、今年も正月返上のスタートとなりま

した。 
  年度の初めには「今年こそ休みを増やし

てゆっくりするぞ。」と思いながらもこの時期

になるといつもながらの休みなし。私自身決し

て仕事好きの人間ではなく、どちらかというと

むしろ仕事サボって遊びたい人間にちがいない

のですが、それでいてこの何十年もの間休日返

上を繰り返しているのだから、きっと本質は本

人も気づかないチョーまじめ人間なのかもしれ

ません？ 
 受験生にとっては人生の大切な岐路ともな

りかねない受験ですから、全力を尽くして臨

んでほしいし、それをアシストしていくのが

われわれの仕事だから、休日ぐらい返上して

できる限りの手助けをしていくことはあたり

前だと思わないといけないでしょう。 
とはいえそれが何ヶ月にもなるとバテ気味に

はなりますが苦にならないのだから、やっぱ

りこの仕事選んでよかったのかな？ 
 
バンダナのこと 
毎年悲喜こもごもの日々が過ぎ去っていく中

で確実に年を重ねているとはいえ、一年の経つ

のが早いこと。このところの異常現象で一年が

半分の日数になったのでは？ 

「年々歳々塾生
ひと

相似たり年々歳々我同じから

ず」で、年とともに頭髪は一本また一本と抜け

落ち、気が付けばバーコード。教壇に立てば生

徒が「先生、光って見えません。」とのたま

う。ならばと、昨年からバンダナの着用を決断

し、己は「若返った」と悦にいっていまが子供

にすれば単なる「おじいさんのはげ隠し」と正

直なもの。まあ、本人はその気でがんばってい

るのだからその意気込み買ってほしいのだが。 
ともあれ新年早々に３枚のバンダナを買い込む。

「派手すぎ」、「その色に合わない。」と言われ

ながらもこんなふれあいがうれしく思えるのだか

ら、やっぱりこの仕事選んでよかったのかな？ 
 
恋した人のこと 
どれほど前のことだったか。いまはむかしとも

いえるころ教師が足らなくて急遽いつもの数学で

はなく、わたくしめが身の程知らずに中学生の国

語を教えることとなりました。 
子供にとっては降って湧いた災難といえるので

しょうが、私にとっては新しい分野への挑戦とい

うこともあって興味津々、意気揚々。木曾のヒノ

キを筏にして川を下るくだりでは木曾節を一丁や

らかしてまた一人悦に入る。それやこれやで子供

を煙に巻いてしのいでいたそんなある日とても素

敵な女に出会うことができました。もう何年も前

だからその出典がなにからだったか定かではあり

ませんが、ある女が家を訪ねてくる情景を描いた

ものでした。 
秋も深くなったある日、しとしとと降る雨の中

を赤い唐傘をさした女の人がくぐり戸を抜け訪れ

てきます。そこから玄関へと続く石畳には今を盛

りと萩の花が咲き誇り、その花が雨にぬれて石畳

に覆いかぶさっていました。その女はこれを見て

一瞬どうしようかと迷っていた様子でしたが、や

がてさしていた傘を横にするとその傘をくるくる

と回し、倒れている萩の花を起こしながら石畳を

歩き始めました。絹のような雨が今も静かに降り

続いている中を。 
ただこれだけのことですがなぜかこの情景が心

に残り、顔さえ定かでないこの女のことが忘れら

れません。赤い傘と石畳を行く足袋の白さが雨の

中に咲く萩の花とともに印象的な美しい女として

今もこころ魅かれます。 
 現実にはこれにも勝る純真な子供たちに囲まれ

ての仕事ですし、その子供たちに心奪われながら

がんばってきたのだから、やっぱりこの仕事選ん

でよかったのかな？ 
 
これから入試の本番。それと平行して生徒の募集

と頭の痛い、気の休まらない日々が続きますが、

さあ元気を出して今年もがんばらなくっちゃ。 

この仕事選んでよかったのだから。 
 
        ２００５年１月１８日 
                        

11 

私塾ネット中国城先生投稿記事 
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※ 記事は原稿到着順に掲載しております。 

関東エリア広報部長 監物 一男 

〖11月定例会〗╌╌司会（仲野先生）      

午前１０時～午前１１時 
 ＊鈴木先生よりあいさつ 

各部報告  
他団体の活動予定と対応╌11月14日（日）の拡

大任意連絡会の開催（佐藤先生）  
  合同忘年会、新年会のお知らせ。１月１6日
（日）の塾に「役立つ情報展」への参加。 
清水先生のご提案╌各政党への公開質問状の件  
④ 事務連絡（代議員の選出）╌谷村・佐藤・仲

野・鈴木・田中宏道・梶原 
⑤ その他╌新潟中越地震義援金のお願い（ネッ

ト会員塾へ） 
〖研修会〗講演者（山越聡氏）      

     冬期講習から新年度に向けての募集、

「インターンネット活用術」 

    私は、小学受験専門の出版社に１４年勤務

し、今春に独立しました。 

現在は幼児教育どっとこむ(１日1,000件の

アクセス)を開設しています。 

ブロードバンドの普及率の上昇。╌インターン

ネット活用状況 
HPの作成╌費用、業者選び、内容の検討をす

る。 
ホームページを持つことの「メリット」と

「デメリット」 
「メリット」は、生徒募集や各種講習等の

告知を24時間・365日リアルタイムで行うこと

ができる。 

「デメリット」は、外注した場合は費用が

高い。 

  ＊「自塾ホームページが月々5,000円で」 

2005年3月まで「サイト立ち上げキャンペーン」    

での特別割り引き（月1回の更新、無料会員向けの
メールマガジンへのイベント情報等を掲載し、直接

保護者に配信） 
 

〖12月定例会〗╌╌司会（仲野先生）      午

前１０時～午前１０：３０ 
鈴木先生よりあいさつ 

〖研修会〗╌╌講演者：教情研の奈良哲氏 ╌╌新年度

募集《 チラシ作成のポイント 》╌╌ 

私は山梨県で３０歳まで公立高校の教師をし、そ

の後四谷大塚、代々木ゼミナール等で４０歳まで講

師をして、その後今の仕事を始めました。暫く大勢

の前では話をしてないので、聞きづらいかもしれま

せんが、宜しくお願い致します。   
今日は、ここにチラシをお持ち致しましたが、別

に売りこみに来たわけではありませんので。本日の

タイトルが《 チラシ作成のポイント 》になってい

ますが、チラシ作成のポイントなんて無いです。要

は感情を動かすことです。 
皆さん、神田昌典氏の『あなたの会社が90日で

儲かる』をご存知でしょうか。この本が15万部売れ
た。この本にはピンクのカバーがついている。すぐ

目立ちますね。教育と経営は馴染まないかもしれま

せんが、経営が安定しなければ、やって行けませ

ん。この本では、集客は科学であるといっていま

す。塾長さん達の多くは、外を向かず中を向いてい

る。ある塾長さんが新年度からいす、机を新しくす

ると言っていましたが、果たしてそうすれば生徒が

集まるんでしょうか。顧客には、見込み客・新規

客・既存客の3通りがあります。塾生は中身では集

まりません。今いる生徒には良いですが、外には出

ません。見込み客・新規客を獲得するには広告しか

ありません。口コミは今いる生徒からしか広がらな

い。今いる生徒を増やすしかない。広告は、差別化

することです。パターン化するほど集客は鈍くな

る。塾のチラシとパンフレットは違うんです。興味

を持ってもらうことが大切。チラシなのにパンフ

レットと同じようなものがある。私は、最近車を買

いましたが、最初から何を買うのか大体決めている

んですね。その中で良い、悪いを判断します. 人は

理想では買いません。感情で買うんです。チラシに

マンガを載せるのも良いと思います。塾長の似顔絵

などで、安心感を持たせるのも良い。内田塾さん

は、現在お世話になっていますが、近所の主婦の人

は良く知っている塾でした。広告はギャンブルでは

ないです。その時限りの１本釣りではありません。

何回かのイメージの積み重ねが大切なんです。差別

化することは、真似てできるものではありません。

親御さんは合格実績などより、自分の子をしっかり

見てくれる塾に行かせたいと思っています。 
その後、「質疑応答」へ。 

・「チラシとDMの違いについて」：DMの場合は、

パーソナルの方が読んでもらえる。封筒に何々塾 

冬期講習の案内ではダメ！広告になると拒絶反応を

起こす。最悪はDMの中にチラシを入れているものが

ある。手書きで塾長の塾への思い入れ、講習への考

えなどを書いたりするのも良い。 

・「地域で認知されているかどうかを見極る方法

はその他にありますか。」集客は、科学である。確

率である。３００通くらいでもDMを出した結果で
分かる、（最後にあいさつ） 

私 塾 ネ ッ ト 

関東・四国・北海道

中部・中国・東北 

報   告 
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数月の第2木曜日開催。場所はおおむね広島のグラ

ンビアホテル。7月は数年ぶりに福山開催であること

を決定。また、11月定例会は１１月１３日（日曜

日）忘年会を兼ねての広島県内で１泊研修。本年は

四国エリアと合同の年に当たるため四国エリアと協

議することとなった。当日は２部構成で１部は私塾

教育のテーマに即したもの（引き続き内容は次回の

定例会で検討）２部は分科会ではなく分類別の座談

会形式運営になる見込み、であることを確認した。

次に中国エリアとしてセンターに、本年度私塾ネッ

トの名誉会員に城先生、池田先生、平岡先生を推挙

することを確認した。その他、協会、任意団体、私

学、教材販売会社と私塾ネットのかかわりについて

討議した。また昼食会をはさんで、参加全塾が恒例

の通り、冬期講習会の経営・運営状況の総括、春期

講習会の、新規生徒募集の取り組みを発表しあっ

た。 

東北エリア代表 畑山 篤 

●名 称 『２００４年教育進学情報交換会』 

●会 場 八戸グランドホテル(八戸市番町１４) 
●日 時 平成１６年１２月５日(日)13:00～19:00 
●内 容 

全国的に各産業界に影響を与えている「少子高齢化」

という大きな問題はこれからの教育の未来を考える上

で､大変重要なキーワードを含んでいる。そこで、全国

の教育業界の情報を広く集め､「生徒のために何をすれ

ばいいのか」といったすぐに役立つ内容を提供できる

情報交換会として､社団法人全国学習塾協会の主催で

『２００４年教育進学情報交換会』を八戸市で開催し

た。北東北３県(青森・岩手・秋田)を中心に北海道・東

北地域の学習塾の方々､また地元私学を始め北は北海道

から南は四国まで全国各地の私学の先生方、さらには

行政に携わる方々まで総勢４０名余りの参加となっ

た。１３：３０から①「数年後の民間教育の姿」「教

育改革とライフサポート産業」についての講演があっ

た。講師は経済産業省商務情報政策局サービス産業課

課長補佐の福永哲郎氏。続いて②「県立高校入試制度

改正の全国的動きと対応」について及び③「特商法(１

１/１１改正法施行)、個人情報保護法(来年４/１施行)の

内容と対応」についての講演があった。講師は副会長

の伊藤政倫氏。その後、質疑応答・意見情報交換が行

われ１７：００から懇親会に移った。実行委員長とし

て、今回の情報交換会がご参会の皆様の飛躍のヒント

となり、さらには２１世紀を担う子供たちによりよい

教育環境を提供していく話し合いの一歩であればと

願っている。  

            四国エリア代表 湯口兼司 

2005年度 計画について 
3月3日 （水） 私塾ネット四国 代表者会 (徳島
市) 
6月5日 (日) 私塾ネット四国 総会及び研修会(香
川県) 
6月5～６日にかけて一泊にて研修会を開催予定、今
回は特別な講師は呼ばずにじっくり腰をすえて自塾

のこれからの構想、問題点などを各塾に語って頂

き、それに対して参加者から意見、アドバイスをし

てもらおうと考えています。 
秋の研修会  私塾ネット中国の北川先生から広島

での研修にジョイントしませんか、との提案をいた

だいています。是非そうさせていただきたいと考え

てはいますが、全ては3月の代表者会で皆さんの意
見のもと決めたいと思っています。 
新入会員 
啓真館 (株式会社 ケイシン) 代表者 原田真一 
退会会員 
坂出ゼミナール 代表者 図子知久（知人の会社を

引き受けることになり自塾は閉鎖されました。） 
以上まだ正式に決まっていないことばかりですが報

告いたします。 

          北海道エリア代表 入江 昌徳 

 北海道公立高校の中間倍率が発表されました。学

区の変更があり注目されましたが、石狩学区では大

方の予想通り,学区上位高校が他学区からの出願数

増加で高倍率になりました。全道的には低倍率です

が,先生方,最後まで気を緩めることなく、受験生の

指導をやりきりましょう。今年の夏は秀英対策です

(夏では遅いですが)、頑張りましょう。 

           中部エリア代表 松本 紀行 

 めっきり寒くなりましたが、皆様ご健勝のことと

思います。去る11月28日（日）、長野県下諏訪町に
おきましてＮＰＯ全国教育ボランティアの会主催

「子育て支援・教育フォーラムin長野」を開催させ
ていただきました。私塾ネットの皆様には協賛を頂

戴し誠にありがとうございました。お蔭様で地域の

方々との連携を深めることができました。内容につ

きましては、後日、冊子にして御報告致します。 

 さて、来る４月24日（日）でございますが、 
霧ヶ峰林間学校開校式典を谷村理事長の御理解を 

得まして、実施することになりました。大会と日程

が重なり、大変恐縮しておりますが、大会の成功を

祈願致します。最後に片山先生の学校設立には心か

ら応援申し上げております。 

中国エリア代表 北川 健治 

1月13日グランビアホテル広島で新年昼食会をかね

て定例会を実施。参加者は北川、山口恭、城、平岡 

佐藤、上原、河浜、田中弘、岩石、田中達、吉長、

山口哲、西本、の各塾長先生。最初に、05年度の定

例会の場所と日程を討議。例年通り、11月を除き奇 

13 
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■ 会計部                             会計部長 石川 維雪 
●１６年度センター会費ご協力のお願い 

 先にもご案内申し上げましたが、今年度より会費の納入方法が変更されています。 以下内容ご確認願いま

して、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 なお、センター会費は12,000円（年額）でございま

す。 

≪エリア東北（青森県）、エリア関東、エリア中国、エリア四国≫ 

 各エリアごとに、センターの会費を集めさせていただきます。なお、同時にエリアの会費を集める場合もご

ざいます。詳細は、エリア代表ないしはエリア会計担当者にお問い合わせください。 

＊エリア代表者  

エリア東北 畑山篤（志学塾）エリア関東 鈴木正之（いぶき学院）エリア中国 北川健治（栄光プレップ） 

エリア四国 湯口兼司（湯口塾） 

≪エリア北海道、エリア東北（青森以外）、エリア中部、エリア近畿、エリア九州≫ 

 センター会計部より直接会費を集めさせていただいております。４月はじめに１６年会費についてのご案内

を個別にお届けしておりますので、ご確認ください。なお、まだご送金いただいていない方は、以下のいずれ

かの口座へ１２，０００円ほどご送金くださいますよう、お願い申し上げます。 

 詳細やご不明な点は、センター会計部 石川維雪（０３－３４８３－８２２１：さくら記帳代行センター

内）までお問い合わせください。 

【郵便振替でご送金の場合】以下の郵便口座までご送金ください。 

（口座番号）０２３０－６－００６８８２０ （口座名義）全日本私塾教育ネットワーク 

【銀行振込でご送金の場合】以下の銀行口座までご送金ください。 

 みずほ銀行 祖師谷（そしがや）支店 普通預金 ８０７９３７２ 

 
■ 渉外部・厚生・部教育ボランティアの会報告            渉外部次長 加藤 実 

① 平成16年12月～平成17年1月 塾団体 主な行事 
○平成16年12月5日(日） 塾団体合同忘年会兼研修会 

各 部 報 告 

 昨年11月、新潟県中越地震で被災をされた

長岡市の育英学習塾（水落竹男塾長）を支援

する義捐活動には、全国の会員からご協力を

いただき、１７８，８４８円（有志25名）の

義捐金が寄せられました。これにセンターか

らの見舞金を加え、計２０万円を水落先生に

お贈りすることができました。ご協力を感謝い

たします。これに対し水落先生からは心のこ

もったお礼のお手紙をいただきました。誌面の

都合上読みずらいかもしれませんが、せっかく

の達筆のお手紙ですので、全文を掲載させてい

ただき、皆さんへの報告といたします。      
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 池袋のホテルメトロポリタン3階において、東京私塾協同組合主催、首都圏の12学習塾団体の協力による合同
忘年会が、ご来賓2名（文部科学大臣政務官 下村博文衆議院議員、東京都私立中学高等学校協会会長 近藤彰
郎先生）、私立学校の先生方97名、教育関連企業の方35名、私塾の先生方88名の合計222名が出席して、盛大裡
に開催されました。 
 また、忘年会に先立ち、午後4時より講演とパネルディスカッションが行われました。 
○平成17年1月16日(日) 学習塾団体合同新年会 

 恒例となっている学習塾団体合同新年会が、新宿ワシントンホテル3階「すばる」において政官、私学、塾、
企業関係者182名が出席して開催されました。冒頭、ご来賓を代表して文部科学大臣政務官下村博文衆議院議員
は「教育改革がドラスティックに行われているこの時、学習塾団体の意見、要望を集約し、窓口を一本化して提

言してもらいたい」とご挨拶されました。また、古井敏昭 学習塾全国連合協議会（塾全協）会長は、主催者代

表あいさつの中で、「塾全協が4月からＮＰＯ法人として生まれ変わる」と言及されていました。 
○平成17年1月16日(日)  「2005年塾に役立つ情報展 in Tokyo」 

 午前11時より午後4時まで、新宿ＮＳビル(Ｂ１Ｆ)「イベントホール」において、全国学習塾協同組合（ＡＪ
Ｃ）主催、経済産業省・全国中小企業団体中央会後援、さらに全国の学習塾団体の協力・協賛のもと、「2005年
塾に役立つ情報展 in Tokyo」が開催され、会場は終日、学習塾関係者、私立学校の先生方で大盛況でした。な
お、当日は、ＡＪＣ理事の鈴木正之先生（私塾ネット関東代表）が実行委員長として大活躍でした。 
 

② 厚生部より 
○「お見舞い」 

 渉外部次長の加藤 実先生が平成16年12月2日(木)、第二東京女子医大に入院。3日(金)そけいヘルニアの手術、
6日(月)当初の予定通り無事退院されました。 
 私塾ネットからは佐藤勇治厚生部長と田中敏勝顧問（NPO法人 全国教育ボランティアの会 理事長）の両名
が12月5日(日)にお見舞いに伺いました。 
○「ご逝去」 

 東京私塾協同組合 理事長 岡田保雄先生のご母堂、岡田マツエ様（享年84歳）の告別式が12月6日(月)練馬区
関町東の最勝寺斎場（三宝寺別院）にて執り行われました。 
 私塾ネットより谷村志厚理事長、安藤進理顧問、佐藤勇治厚生部長、山口恭弘会長（代行）が出席し、お悔や

みを申し上げました。 
○「ご逝去」 

 私塾ネット会員（エリア関東）、宝田一明先生のご尊父、宝田市郎様が、1月13日(木)午後5時44分、心筋梗塞
のためご逝去されました。通夜（11月18日）、告別式（1月19日）は板橋区南常盤台のときわ会館で執り行われ
ました。 
 私塾ネットからは、ご葬儀に梶原賢治副理事長、仲野十和田事務局長が出席し、お悔やみを申し上げました。 
 

③ ＮＰＯ法人 全国教育ボランティアの会 だより 
                      ○平成16年12月11日(土) 

 NPO法人 全国教育ボランティアの会主催、ステップ（私塾
ネット会員塾）運営による第13回英語スピーチコンテスト
が、神奈川県藤沢市の情報産業センターにおいて開催されま

した。 
 当日は地区の予選会（300名応募）を勝ち抜いた中学１・
２・３年生各10名と海外帰国子女5名の合計35名が出場、外人
審査員3名（イギリス、カナダ、アメリカ）により入賞者13名
が選ばれ、表彰されました。当日、特別ゲストとして田中敏

勝理事長と佐藤勇治事務局長が出席しました。 
○平成16年12月12日(日) 

 第3回「いきいきわくわく市民のつどい」が調布市文化会館
「たづくり」で、市内31団体、260名が参加して華々しく開催
されました。 
 当日は、NPO法人 全国教育ボランティアの会も田中敏勝理
事長、加藤 実 広報部長ほか6名が出席し、11階「創作室」
にて、スーパーライト・ハイテクグライダー作りを指導しま

した。なお、佐藤勇治 事務局長は実行委員会副代表として

総務全般を担当致しました。 

オープニングセレモニーのスーパーライト 

ハイテクグライダー ○祝発進！！ 
  中央は調布市長 長友貴樹氏 
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編集後記 
会員の皆様 明けまして 

           おめでとうございます 

 私が広報の担当になってから早３号目になりまし

た。ご感想はいかがでございましょうか。いつも感じ

ているのですが、任意団体に加入するということは自

分もその組織の中に入っていろいろと活動するという

ことです。組織から何かをもらえるということではあ

りません。ですから、広報が配布され何か感想あった

らどしどし編集委員会に投稿するとか、自分が常日頃

何か書きたいと思っていることなどを書き送ることを

して欲しいと思います。この広報は会員皆様方のもの

です。是非そうしてください。 

年頭に当たり会員の皆様方にお願い申し上げます。 

 平成17年２月          編集長 平林  治 

全日本私塾教育ネットワーク 
 
本部事務局 
〒173-0005 東京都板橋区仲宿29-6 

ナカジュク内 
TEL 03-3963-5572       FAX 03-3963-2529 
Mail Address: jimukyoku@shijuku.net 
 
理事長 谷村 志厚 
〒270-2231 千葉県松戸市稔台63-21 

ＡＩＭ学習セミナー内 
TEL 047-368-2729      FAX 047-368-2189 
 
私塾ネット広報編集委員会 
〒120-0032 東京都足立区千住柳町14-12 
                 青雲塾内 
TEL 03-3881-2240       FAX 03-5284-3444 

東京文化中学高等学校    ℡03-3381-0196 
〒164-8638 東京都中野区本町6-38-1 
上前 善勝 先生 
広島加計学園          ℡084-941-4115 
〒721-8502 広島県福山市引野町980-1 
和田 淳 先生 
文京学院大学女子中学高等学校 ℡03-3946-5301 
〒113-8667 東京都文京区本駒込6-18-3 
大久保 幸夫 先生 
京北学園            ℡03-3941-6253 
〒112-8607 東京都文京区白山5-28-25 
実方 隆志 先生 
大森学園高等学校       ℡03-3762-7336 
〒143-0015 東京都大田区大森3-2-12 
河嶋 正 先生 

関東国際高等学校      ℡03-3376-2244 
〒151-0071 東京都渋谷区本町3-2-2 
村山 ｻﾝﾄﾞﾗｰ 先生 
江戸川学園取手中学高等学校 ℡0297-74-8771 
〒302-0025 茨城県取手市西1-37-1 
竹澤 賢司 先生 
十文字中学高等学校     ℡03-3918-0511 
〒170-0004 東京都豊島区北大塚1-10-33 
夘木 幸男 先生 
東洋高等学校        ℡03-3291-3824 
〒101-0061 東京都千代田区三崎町1-4-16 
齋藤 元治 先生 
洗足学園大学付属第一高等学校 ℡03-3711-5751 
〒152-0012 東京都目黒区洗足1-15-13 
佐藤 慶一 先生 
桜丘中学高等学校        ℡03-3910-6161 
〒114-8554 東京都北区滝野川1-51-12 
品田 健 先生  
聖徳大学附属中高等学校     ℡047-392-8111 
〒270-2223 千葉県松戸市秋山600 
川並 芳純 先生 
麹町学園女子中高等学校   ℡03-3263-3014 
〒102-0083 東京都千代田区麹町3-8 
伊藤 暁 先生  
春日部共栄中学       ℡048-737-7611 
〒334-0037 埼玉県春日部市上大増新田213 
宇野 禎弘 先生 
大成高等学校                ℡0422-43-3196 
〒181-0012 東京都三鷹市上連雀6-7-5 
森 保 先生 
東京学園高等学校      ℡03-3711-6641 
〒153-0064 東京都目黒区下目黒6-12-25 
須藤 勉 先生 
東京立正中学高等学校    ℡03-3312-1111 
〒166-0013 東京都杉並区堀ノ内2-41-15 
藤井 教戒 先生 
八雲学園中学高等学校    ℡03-3717-1196 
〒152-0023 東京都目黒区八雲 2-14-1 
横山 孝治 先生 
関東第一高等学校      ℡03-3653-1541 
〒132-0031 東京都江戸川区松島2-10-11 
副田 康孝 先生 
武蔵野中学高等学校     ℡03-3910-0151 
〒114-0024 東京都北区西ヶ原4-56-20 
池原 正幸 先生 
神田女学園中高等学校   ℡03-3291-2447 
〒101-0064 東京都千代田区猿楽町2-3-6 
梅津 久昭 先生 
和洋国府台女子中学高等学校 ℡047-371-1120 
〒272-0834 千葉県市川市国分4-20-1 
太田 陽太郎 先生 

 


